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∗本稿は，平成 13年 2月 22日，上越教育大学で行っ
た講演を改めてまとめたものである。なお，本講演は，
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献 2°に紹介されている、フランスの 1990 に
始まる I.U.F.M.（Instituts Universitaires de
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[註 2 ]　 1988年 ICME 6で、私は中学校部
会のチーフ・オーガナイザーを仰せつかっ
たことがある。その準備の過程で、前回
の ICME 5 のために配布された「 Pre-
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[註 3 ]　 70年代の数学教育現代化以後、総
合幾何は殆ど完全に解析幾何にとって代
わられた。確かに総合幾何は、現代数学
から見て、全く発展の余地のない袋小路
のようなものであろう。しかし、教育的
に見ると、極めて重要で貴重な内容を含
んでいる。今の数学教師のなかには、総
合幾何（論証幾何）を殆ど教えられない
人もいるようであるが、これは、今の数
学教育は数学者教育だけに偏向している
ことの証拠であろう。また、小学校教師
には、空間・立体についての正しい観念
をもって、幾何図形を適切に描くことが
必要であるが、それには多少の画法幾何
を学ぶのがよいであろう。余談になるが、
私はむかし、教師志望の学生に、地球の
見取り図として、円をかき、そこに北極
Ｎと東京Ｔの二点を与え、東京を通る子
午線をかけという課題を与えたことがあ
る。まともな図の描けたものは極めて少
なかった。
[註 4 ]　私はかつて在職中、教育実習に出る
学生に対する事前オリエンテイションで、
こう言ったことがある。「教育実習は、自
分が教師に向いているかいないかが分か
るときである。教育実習が終わったら、私
は、諸君の中の何人かには、君は教師に
ならないがよいと言うかもしれないが、
そのつもりでいてほしい。」尤も、実際
には一度もそう言ってやった学生はいな
かったが・・・・。
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